


２０２６年７月１０日


《チャイルドラインデータ資料》


2025年度・第４四半期

【集計データから、子どもたちの状況を読み解く】


特定非営利活動法人チャイルドライン支援センター


▶︎ １・今期のテーマ「割合の少ない主訴の背景」◀︎
▶︎ ２・ 2026年1月～3月のアクセス内容と分析 ◀︎

《１・第４四半期のテーマ「割合の少ない主訴の背景」》 

 これまで、ここでのレポートは、希死念慮やいじめ、不登校、性の多様性など、⼀つのテーマに
絞り、データから⾒えてくる⼦どもの状況を⾒てきましたが、今回は思考・視点を変えて、⽐較的
少ない分野の⼦どもの声を⾒ていきたいと思います。�
 具体的には、８つある主訴のうちの「部活」「地域」「ネットトラブル」「職場」で、この10年
の集計データから何が⾒えてくるのかを分析しました。�
 ⼦どもたちの課題については社会やメディアなどが注⽬する、冒頭に挙げたようなテーマが常に
焦点が当たる傾向がありますが、チャイルドラインで受けている⼦どもたちの声は多様だからこ
そ、あまり注⽬されにくい項⽬に焦点をあてることで、⼦どもが置かれている環境の視野・視点を
広げていきたいと思います。�
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 今回の対象テーマは、「部活∕地域∕ネットトラブル∕職場」の４つです。これらの項⽬は、過
去に発⾏してきた「チャイルドライン年次報告」のデータ上ではあまり詳細を紹介してこなかった
もので、また下記のグラフで３％以下と、全体からしても件数・割合が少なかったものになりま
す。�
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 各項⽬の９年間の推移を⽐較してみました。（件数は下段）�
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 各項⽬の傾向を⾒ていきます。�
 「部活」は、主に学校の部活動での出来事です。2016年度〜2019年度が⽐較的⾼く、コロナ禍
の2020年度を境に減りましたが、徐々にやや前半の⽔準に戻りつつあります。�
 「ネットトラブル」は、ネット上やネットに関する話についてです。おおむね１％で推移してお
り、近年は僅かながら低くなる傾向にあります。�
 「地域」は、学校や家庭以外の場所での出来事です。前半が若⼲⾼いものの、おおむね１.６％前
後で推移しています。�
 「職場」は、主に16歳で就職した⼈の職場でアルバイト先などでの出来事を含みます。2020年度
に若⼲変化がありますが誤差の範囲で、おおむね０.５％で推移しています。�
 件数の表を⾒ると「部活と地域」に関しては、2019年ごろまでは件数が多くなっていましたが、
コロナ禍の2020年を境に変化がおこっていました。⼀⽅「ネットトラブルと職場」に関しては僅か
な変化に留まっているということが特徴かと思います。理由や背景が明確にはわかっていないとこ
ろですが、じつは「コロナ禍」だけでなく、2018年ごろからの「チャット」事業の開始、⼦どもの
アクセスできる窓⼝が増えたことも、関係している可能性があります。�
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 ⽉別の変化を⾒てみます。4つのグラフすべてが「2016年度〜2024年度・電話」の集計です。�

 「部活」は、4⽉〜9⽉にかけてやや割合が⾼く、「地域」はわずかに変化はあるものの特異的な
点はなく、また「ネットトラブル」「職場」も⼀年通して⼤きな変化はありませんでした。�
 「部活」の変化は、新学期の⼊部時期や夏休みにかけての具体的な活動や⼤会など、イベント等
が少なからず関係しているかもしれません。「地域」「ネットトラブル」と「職場」は変化がない
ぶん、季節の⾏事やイベントに関わりなく、常に存在していると⾔えるかと思います。�
 なお、365⽇∕⽇別の割合グラフについては、今回はばらつきが多いので割愛しました。�

 次からは「主訴ごと」に集計を⾏ってみたいと思います。まずは部活から（電話のみ）。�
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 属性などの基本的な情報についてまとめました。なお特徴を掴むため、それぞれの項⽬で「部活
以外（⾃分⾃⾝・学校・性・家庭・地域・ネットトラブルの合計）」も集計し、その割合も⽐較し
てみました。�

�eCƒ¸ó��

 部活やクラブ活動⾃体が⼩学校⾼学年か
らが基本となっていることもあり、未就
学・⼩学校低学年の割合が低くなっていま
す。そして中学⽣・中卒〜18歳の層が割合
が⾼くなっています。�

�eF•-= �
部活は男⼥ともほぼ同じ割合となりまし

た。部活以外との⽐較においては、男⼦が
部活の⽅が割合が低く、⼥⼦は⾼い傾向で
す。�
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 僅かに違いがあるのは、部活の⽅が時
間帯がより均等に近い点でしょうか。16
時台の割合が少なくなっているのは「部
活以外」の16時台に、未就学〜⼩学⽣の
アクセスが⽐較的多いことが関係してい
て、部活以外の話題が多いと思われま
す。�
�Þ�����Ì�F�™�����Ì�F�Ž�Ž�w�Ì���3�‹�©�ß�ï�Ö�”�ï�s�p�î�ª� �̀o�M�‡�b�U�z�\�\�p�x�,�Š�$�s�‰
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�m全体よりも部活の⽅が、１分程度⻑くなっ
ていました。考えられることとしては、部活
の⽅がより具体的な出来事・エピソードだっ
たり、より詳細に説明してくれる時間が必要
だということがいえるかもしれません。�

◆関係性 
 部活と部活以外では違いがありまし
た。「友⼈・知⼈」「先輩・後輩」「顧
問・指導者」が部活には多く、「⾃分⾃
⾝のこと」と「その他の項⽬」が部活以
外よりもかなり低くなっていました。
「部活」⾃体が具体的な活動・プログラ
ムについてなので、具体的な活動内にお
いての関係性について⾔及された傾向が
ありそうです。�

�â[aKo �Í �
 項⽬によって違いがありました。�
 「イヤだ」「つらい・苦しい」が「部活」は他
と⽐較して⾼い傾向にあり、「不安」は低い傾向
にありました。この点の仮説をあげると、部活⾃
体の厳しさや、顧問・指導者や先輩後輩の対応・
指導姿勢、部活動内の友⼈間における関係性のト
ラブルや苦しさなどが⾒えてきそうです。逆に漠
然とした「不安」より、具体的な悩みが明確にで
ているとも⾔えるかも知れません。�
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 部活は「話を聴いてほしい」が
80％前後を占め、部活以外について
も、おおむね似た傾向でした。わず
かな違いとしては「答えがほしい」
が部活は若⼲⾼くなること、また
「誰かとつながっていたい」が少な
くなっています。�
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 属性などの基本的な情報についてまとめました。なお特徴を掴むため、「部活」と同様、それぞ
れの項⽬で「地域以外」の集計割合も併記して⽐較してみました。�
�
�eCƒ¸ó��

 地域に関しては、中卒〜18歳の割合が約
半分と⼀番多くなっています。加えて、地
域以外と⽐較して、未就学・⼩学校低学年
の割合が⾼くなっているのは、⾃宅周辺・
近所や、⾝近なコミュニティに⾜を運ぶ・
遊ぶといった⽇常経験が、幼少期の⼦のほ
うがより⾝近で多いことが関係しているか
もしれません。�

�eF•-= �
地域でも男⼥ともほぼ同じ割合となりま

した。地域以外との⽐較においては、男⼦
が地域の⽅が割合が低く、⼥⼦は⾼い傾向
です。�

�
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 こちらも「地域以外」と共通した割合
であることがわかります。�
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 会話成⽴と地域においては、1分程度の違
いがあり、地域のほうが短い時間となってい
ました。�

◆関係性 
 少し特徴が表れています。地域は「地
域以外」と⽐べ「友⼈・知⼈」「知らな
い⼈」「先⽣」「近所の⼈」「顧問・指
導者」の割合が⾼いことがわかります。
ひとつの仮説として背景を考えると、友
⼈・知⼈は、幼馴染や家族ぐるみなどの
関係性、知らない⼈や近所の⼈について
は近所で遊んでいる時などの出来事、先
⽣や顧問・指導者については、学校と部活以外の習い事や塾などでの関係性が考えられます。さま
ざまな⼈との関わりが⾒えてきます。�
�
�â[aKo �Í �
 「イヤだ」「怒り・いらだち」「恐怖・怖い」
地域以外との⽐較で⾼い傾向にありました。「イ
ヤだ」は地域の場所や出会った⼈の関係性におい
て、ネガティブな経験をした傾向にあることが⾔
えますが、怒り・いらだちや恐怖・怖いというこ
とについては、犯罪等のリスクと関係している可
能性があるので気になるところです。今後の分析
を検討したいと思います。�

�
�â�Ð�Ö�¸�Ï�Ë .[X#��

 地域については「話を聞いてほし
い」がやや低く、「答えがほしい」
がやや⾼くなりました。�
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 属性などの基本的な情報についてまとめました。なお特徴を掴むため、それぞれの項⽬で「ネッ
トトラブル以外」の集計割合も併記して⽐較してみました。�
�
�eCƒ¸ó��

⼩学校低学年・⾼学年よりも、中学
⽣・中卒〜18歳の割合について「ネッ
トトラブル」がより⾼い割合となりま
した。直接的にスマホを所持したり、
特に本格的にネットの利⽤をし始め
る、特に家族以外の他者とのコミュニ
ケーションをとる機会の年齢層が概ね
中学⽣からであることが関係していると考えられます。�
��

�eF•-= �
「ネットトラブル」はそれ以外と⽐

べて、男⼦は低く、⼥⼦は⾼い傾向が
ありました。�

⼥⼦の⽅が、リアルな関係の延⻑線
上でLINEアプリ、ネットを使ったコ
ミュニケーションを使う頻度が⾼いこ
とが考えられる部分ですが、ここのみ
の傾向では判断できないところです。�

�
�eQ�§æC��
 「ネットトラブル」の⽅が16時台
にアクセスしてくる割合が少し⾼い
傾向にありました。少しデータを深
掘りしてみると⽐較的、中学⽣のア
クセスが増加しているようです。何
らかのトラブルが気になって帰宅途
中か帰宅後に早めに相談したという
⾏動傾向があるのかもしれません。逆に、中卒〜18歳は時間が遅くなるにつれ少しずつ増加してい
る傾向も⾒えました。�
�Þ�����Ì�F�™�����Ì�F�Ž�Ž�w�Ì���3�‹�©�ß�ï�Ö�”�ï�s�p�î�ª� �̀o�M�‡�b�U�z�\�\�p�x�,�Š�$�s�‰
ƒ�Ì���¢�����������Ì�F�£�w�ˆ�t�Ü�l�o	B�-�{ ��
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�m僅かにネットトラブルの時間が短いです
が、⼤きな違いはありませんでした。�
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◆関係性 
  ネ ッ ト ト ラ ブ ル 以 外 と ⽐ 較 し
て、ネットトラブルでは「⾃分⾃
⾝のこと」の割合が低くなり「友
⼈・知⼈」「知らない⼈」の割合
が⾼い傾向にありました。�
 内⾯のこころの揺れよりも具体
的なトラブル・事象に関する内容
であることが微かに⾒えています。�
�
�â[aKo �Í �
 ネットトラブルは「不安」が他に⽐べて⾼い
傾向にありました。つぎに「困惑・困ってい
る」「恐怖・怖い」が続きます。�
 不安は、やり取りしている相⼿とのコミュニ
ケーション上のトラブルによって感じていたり、
より具体的な部分では写真や⾳声、動画等が拡
散されないか、⾦銭を要求されないかなどの怖
さがあったりすることが考えられますが、その
先には、どのように対処したらいいのかについ
て困惑している様⼦も事例から伺えます。�
 また、ネット上は⽂字情報などがメインなの
で、相⼿がどのような表情や感情、状態なのか
が即座には⾒えにくいことも、不安を募らせる
⼀つの要因かもしれません。�
 加えてさらなる詳細をみると「学校現場」に
関係している傾向があることから、リアルな関
係性の延⻑線上にあるネットトラブルという点
でも注⽬しておく必要がありそうです。�
�
�â�Ð�Ö�¸�Ï�Ë .[X#��

 「答えがほしい」がそれ以外より
もかなり割合が⾼い傾向がでまし
た。上記「気持ち」とも関係します
が、トラブルが起こった後、どのよ
うに対処したらいいのかといった、
単純に寄り添ってほしいことのその
先の具体的解決を求めているだろう
ことが、この数字から読み取れます。
聴くことをベースにしたチャイルドラインの活動において、基本姿勢で気持ちや状況を聴くことで
⼦どもが冷静さを取り戻し、本⼈⾃らが対処法を⾒つけることのできる環境づくりも⼤切ですが、
「ネット空間」においては技術的な対応策があり、それを講じることで迅速に解決できる可能性も
あり、「対応先の提案」や具体的な情報提供の内容の共有という議論も⼤事であると考えられま
す。�
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 属性などの基本的な情報についてまとめました。なお特徴を掴むため、それぞれの項⽬で「職場
以外」の集計割合も併記して⽐較してみました。�
�
�eCƒ¸ó��

「職場」の年齢層が中卒〜18歳がほぼ
全てを占めていることは主にアルバイト
や18歳新卒⼊社などのケースがほとんど
であることがはっきりみえています。僅
かながらいる中学⽣におけるケースを仮
説的に考えると中卒で就職した場合や⾃
宅の商店などの⼿伝い等が関係している
のではないでしょうか。��

�eF•-= �
職場についてはやや「⼥⼦」が多い

結果です。少し背景データを調べてみ
たところ、⼥⼦は⼈間関係とパワハラ
が、やや男⼦よりも多い傾向でした。�

�
�eQ�§æC��
 「職場以外」と⽐較して、16時台
は低いものの、19時台がやや⾼い傾
向でした。これは、中卒〜18歳は遅
めの時間帯にアクセスされやすいと
いう全体の傾向と共通しています。�
�Þ�����Ì�F�™�����Ì�F�Ž�Ž�w�Ì���3�‹�©�ß�ï�Ö�”�ï�s

�p�î�ª� �̀o�M�‡�b�U�z�\�\�p�x�,�Š�$�s�‰
ƒ�Ì��

�¢�����������Ì�F�£�w�ˆ�t�Ü�l�o	B�-�{��

��

�eC‚5±ž�”gQ�§æ��

�m職場の⽅が平均時間が⻑くなりました。
そもそもどんな仕事で、職場の状況や関係
性、そしてトラブルや悩みの背景を把握する
ために具体的な説明をする時間も必要です
から、そのようなことが関連しているかもし
れませんし、また具体的に話をして相談した
いという傾向もあるのかもしれません。�
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◆関係性 
 職場は⾃分⾃⾝が⼀番割合が⾼
いですが、やはり職場に関する主
訴 で す か ら 「 同 僚 」 「 先 輩 ・ 後
輩」が割合の多くを占めているこ
とが特徴です。少し「気持ち」との
関係性データを深掘りしてみたと
こ ろ 、 「 ⾃ 分 ⾃ ⾝ 」 に つ いては
「不安と困惑・困っている」が、
同僚と先輩後輩は「怒り・いらだ
ち」と「イヤだ」、友⼈・知⼈は「困惑・困っている」と「イヤだ」がそれぞれ上位2つとなって
おり、感情⾯の違いがみられました。 ⼈間関係についての語りは職場での出来事のストレスが主
なこととして想定できる⼀⽅、⾃分⾃⾝についての語りは不安感や困惑といった、職場に⾏くこと
⾃体においての葛藤が浮かび上がっている可能性があります。�
�
�â[aKo �Í �
 ⼀番割合が⾼いのは、19％の「その他の項⽬」で
した。これは、項⽬の順番としては掲出している６
項⽬の割合が上位にくるものの、その他の項⽬にも
分散しているということなります。また「怒り・い
らだち」「イヤだ」「困惑・困っている」の３項⽬
もいずれも15％で分散していました。�
 「職場以外」との⽐較で⾔えば「怒り・いらだ
ち」が11ポイント、「イヤだ」が５ポイントの開き
がありました。関係性にみるように、職場の⼈間関
係や職場に⾏くこと⾃体の葛藤がここにも現れてい
るのかもしれませんが、それに加えて「職場の仕事
内容や環境」「時給等の給⾦の問題」「シフトなど
の勤務時間の課題」「接客ならば客との関係やトラ
ブル」などといった、他にも想定されるさまざまな
状況が背景にあるということが⽰唆されている可能
性も考えられます。深掘りを考えたいところです。�

�
�â�Ð�Ö�¸�Ï�Ë .[X#��

 全体的な傾向と職場の傾向は概ね
変わりがなく「話を聴いてほしい」
が多くを占めました。ただ職場に関
しては「答えがほしい」が4ポイント
と⾼くなっているので、その点、違
いがみられます。�
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✓ 'ÝO§�eL•ssæ‰「部活」は2016年度〜19年度に⾼く、コロナ禍で下がったものの前半⽔準に戻り
つつあり「ネットトラブル」は概ね１％で推移、「地域」は1.6%前後、「職場」は概ね0.5%で
推移していた。�

✓ Rb-=æ‰「部活」が年度前半がやや割合⾼く、「地域」「ネットトラブル」「職場」は年間通し
てほぼ変わりませんでした。�

✓ Cƒ¸óæ‰「部活」は中卒〜18歳についで中学⽣が、「地域」「ネットトラブル」「職場」は中
卒〜18歳の割合が⾼かった。それぞれの主訴における特徴の違いがある。�

✓ F•-=æ‰「部活」「地域」は男⼥ともほぼ同じ割合、「ネットトラブル」「職場」は⼥⼦の割合
が⾼かった。電話の会話成⽴全体は男⼦がやや⾼いことを考えると少し特徴がある。�

✓ Q�§æC�æ‰「部活」「地域」「ネットトラブル」は16時台、⼀⽅「職場」は16時台と19時台にや
や割合が⾼い傾向にあった。主に年齢層の違いが関係している傾向にある。�

✓ C‚5±ž�”gQ�§ææ‰会話成⽴全体と⽐較して、「部活」「職場」は⻑く、「地域」「ネットトラブ
ル」は短い傾向だった。年齢層の違いが関係している可能性があるが、ネットトラブルのみは
中卒〜18歳の層が多いので⼀概には⾔えない。他の主訴などとも⽐べて深掘りが必要。�

✓ §ü)�F•æ‰「部活」「地域」「ネットトラブル」「職場」ともに、「友⼈・知⼈」「⾃分⾃⾝」
の割合が割合上位にあった。�

✓ [aKo�Íæ‰「部活」は「イヤだ→つらい・苦しい→困惑・困っている」の順で⾼く、「地域」は
「イヤだ→困惑・困っている→不安」の順で⾼く、「ネットトラブル」は「不安」「困惑・
困っている」が⼤部分を占め、「職場」は「怒り・いらだちーイヤだー困惑・困っているー不
安ーその他の項⽬」に割合が分散していた。それぞれの特徴の違いが⾒られる。 
「困惑・困っている」が部活と地域、ネットトラブル、職場と４分野全てにあり、「イヤだ」
が部活と地域と職場にあり、「不安」が地域とネットトラブルと職場にあった。 
会話成⽴全体と⽐較すると「困惑・困っている」「不安」は全体でも１・２位の割合で全体と
同じ傾向だったが、「イヤだ」に関しては全体では４番⽬なのに対して、この４分野はやや割
合が⾼い傾向にあるようだ。�

✓ �Ð�Ö�¸�Ï�Ë .[X#æ‰「部活」「地域」「職場」は「話を聞いてほしい」が８割近くを占めていた
⼀⽅で、「ネットトラブル」に関しては４割が「答えがほしい」になっており、違いが⾒られ
た。具体的解決⽅法などのニーズが求められていることがわかる。�

 今回の分析から、全体から⾒れば割合の少ない「部活」「地域」「ネットトラブル」「職場」と
いった主訴のなかにも、⼦どもたちが直⾯している特有の苦悩や⼈間関係の葛藤が存在しているこ
とが再確認できました。感情⾯の傾向では「困惑・困っている」や「不安」は全体と同様に多く⾒
られますが、「イヤだ」が全体と⽐較して⾼く表れていました。このことは、学校や家庭以外の⾝
近な場所における出来事や⼈間関係に対しても、⼦どもたちが強い忌避感や複雑な思いを抱き、
SOSを発している可能性があります。また「ネットトラブル」においては「答えがほしい」という
具体的な解決を求めるニーズが他の分野より顕著であるなど、それぞれの背景に合わせた寄り添い
⽅や対応の違いも⽰唆されています。社会やメディアで注⽬されやすい⼤きなテーマだけでなく、
こうした⽇常のさまざまな場⾯に潜む「少数の声」に丁寧に焦点をあて、⼦どもたちが置かれてい
る多様な環境への視野・視点を広げていくことが、今後も継続して求められていると思われます。�

�âæƒ�Ð�Ú&º“î �þ &¥Eð�Ô�Ã�Ë=¨�Õ�î�Ë�Í�Ú 8n ※個⼈が特定されないようプライバシーに配慮して再構成しています。 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《２・2026年1月～3月のアクセス内容と分析》 

�m���������å���D�™���D�w�ž�«�·�µ�º�0�z�Ã�”�»�Õ�”�µ�›	B�-�`
ü
s��

　チャイルドラインに寄せられた子どもたちの声にどのような傾向があるのか。チャイルドラインにお
ける”データベース”等を基に、集計しまとめました。


・期間：《2025年度・第４四半期》2026年1月～2026年3月（速報値）


・データ集計日：2026年6月10日


・集計数（分母）：


! （全体）は会話成立、会話不成立、無言等を含んだ全体集計数　! 他資料とはデータが異なる場合がある。


・表記の定義：　「％」＝上記項目の分母（集計した数）の割合

　　　　　　　　「件」＝データベースに入力されたアクセス・会話件数


　 「ポイント」＝パーセントポイント（他の％をポイントとして比較）


・データの種類：【トラヒックデータ】電話＝NTTコミュニケーションズ、


	 	 	 	 	 ネットでんわ＝独自開発プログラム、チャット＝AI.BiSから取得

【データベース】「受け手」が感じた内容を子どもが特定できないようプライバシー

に配慮し、データベースとして集積

・データの性質：「速報値」である。そのためデータの誤入力や重複、未入力データがある等、今後、

修正が生じる可能性がある

・データの注意点：各データの小数点をまとめる際に集計上の誤差が生じるため、グラフのデータと他

のグラフデータに数字の違いが生じる場合がある


・報道関係の皆様へ：この資料でのデータは速報値で、今後、集計結果が変わる可能性があります。
データ・資料について取材、引用の際は、チャイルドライン支援センター（連絡
先最終ページ）までご一報ください。 

1 _ 1 _ 1 _

【トラヒックデータ】（発信件数・今回使⽤したデータのみ掲載）
25年�
4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 26年�

1⽉ 2⽉ 3⽉ 合計
発信件数 31,207 34,788 32,814 35,250 34,060 35,982 35,599 39,922 33,746 34,584 34,364 33,223 415,539

【データベース】（件数・今回使⽤したデータのみ掲載）
25年�
4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 26年�

1⽉ 2⽉ 3⽉ 合計

DB全体 15,473 15,968 15,491 16,075 15,671 15,899 15,544 17,071 14,594 14,236 13,718 14,896 184,636

会話成⽴ 4,314 4,337 4,343 4,525 4,234 4,323 4,333 4,059 3,731 3,836 3,749 4,038 49,822

�� �Ö�”�´���� ����



《トラヒックデータ／発信数・着信数》 

　トラヒックデータの発信数・着信数（電話とチャット）の最近の３ヶ月は、3月に着信率がやや上
がった。1年間推移では、発信数が5月～11月まで上がっていたものの、12月以降はやや下がり、その後
はそれが継続している。


《データベース・年齢（会話成立）》 

æw�¿�¿�·�õ ª5”g �Ô�+�M�-�2 0U“˜�Ú�1�f�)�e 'Ã¨ì �Ú�1�f�)�î 0ZW+æx��

　ここからはデータベースの「会話成立」に絞ったデータを紹介する。まず「年齢」別の集計から。

　１年間の月別推移は、この３ヶ月も中卒～18歳が高かった（約5割）。多少の割合変化はあるが大き
な変化とまではいえない。
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《データベース・性別（会話成立）》 

　データベースの「会話成立」の中の「性別」を1年間の月別推移で集計した。男女ともに割合に大き
な変化はなかった。


《データベース・主訴［大項目］（会話成立）》 

　データベースの「会話成立」の中の「主訴［大項目］」を��Cƒ§æ�ÚRb-=L•ss�Ó集計した。この３ヶ月
は、前の３ヶ月との比較しても、小さな変化はあっても大きな変化はなかった。
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《データベース・動機（会話成立）》 

　データベースの「会話成立」の中の「動機」を1年間の月別推移で集計した。全体として「話を聴いて
ほしい」が大きな割合を占めている。


《データベース・気持ち（会話成立）》 

　データベースの「会話成立」の中の「気持ち」を1年間の月別推移で集計した。最近の３ヶ月は多少
の変化はあるものの、大きな変化はなかった。
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《データベース・関係性（会話成立）》 

　データベースの「会話成立」の中の「関係性」を1年間の月別推移で集計した。全体として「自分自身
のこと」の割合が多いが、この３ヶ月間はその割合が少し上がった。


《データベース・「希死念慮」（会話成立）》 

�m�1�f�)�C�f�#�Ú �y(�”gIíu'�z �Ú�²�Í�n �y&º“î�eBÞZ$F@HÁ�z�Ô�y€ÜQ]�eBÞZ$F@HÁ�z�Ú'ÝO§�þ�É�ø�Ê

�ø�� Cƒ§æ�ÚRb-=L•ss�Ó©Ê“ �̃Ã�Ë�o ©Ê“˜O§�¸ ?0�Ö�°�Ú�Ó /ë•K)¼�Ó�Û�®�÷�¸�n &º“î�eBÞZ$F@HÁ�Û��Cƒ§æ�Ú

L•ss�Ó�Û8³?0�Ú&s�¸�ö &t�¸�ö�¸�®�÷�o €ÜQ]�eBÞZ$F@HÁ�Û-x5
/1R• �ô�ö�ð�ð 7Ó� �́Ò�°�÷�o��




�� �Ö�”�´���� ����

�D���~����
Q���Â�ù�¢�q�é
R�q�£

���������å�����D

���������å�����D

���������å�����D

���������å�����D

���������å�����D

���������å�����D

���������å�����D

���������å�����D

���������å�����D

���������å���D

���������å���D

���������å���D

�8���ù�-

���� ������ ������ ������ ��������

������

������

������

������

������

������

������

������

������

������

������

������

������

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

������

������

����

����

����

����

����

������

������

����

����

����

������

������

������

������

������

������

������

������

������

������

������

������

������

������

������

������

������

������

������

������

������

������

������

������

������

������

�×
ü�×
��w�\�q ��
��~�Œ
� �î�< �V�•�O�i�M 
Œ
\ �î
Õ �À
�
�f�w���ù�-�¢�����ò�è�£


�� �~�1�®�æ�€�y�D��
*� �¢�E
:�£

���E

�����E

�����E

�����E

�������E

�����å��

���D

���D ���D ���D ���D ���D �����D �����D �����D �����å��

���D

���D ���D

����

����

����

����

����
����

����
��������

����
��������


�� �~�1�®�æ�€

	�
Ì�~�1�®�æ�€�y�D��
*� �¢�E
:�£

���E

�����E

�����E

�����E

�����E

�������E

�����å��

���D

���D ���D ���D ���D ���D �����D �����D �����D �����å��

���D

���D ���D

����

����

����

����
����

����
����

����������������

����

	�
Ì�~�1�®�æ�€



《「つぶやく」に寄せられた声の傾向》 

　こちらは、ウェブページ上の「つぶやく」に寄せられた声を集計した（属性などは自己申告・記入）。

　件数は、１・２月は通常だったが、3月はウェブサーバーの不具合により、投稿できない期間があっ
たため減少した。つぶやいた内容のジャンルは、多い順に「学校のこと」「自分のこと」「家族のこと」
「友だちのこと」となっている。


 


＜つぶやかれた内容＞（投稿者が「公開してもよい」を選択したもの。個人が特定されないように編集の上掲載）


毎⽇、多くの⻑⽂が寄せられています。�
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【この資料に関する問い合わせ】 
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メール：info@childline.or.jp 電話：03-5946-8500�
ウェブサイト：https://childline.or.jp/
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